
会社概要 代表者名： 川本淳生 
主要製品：プラスチック加工品 
資本金：1,000万円 
設立年月日：1964年10月15日（創業1945年4月） 
従業員数：50人 
 

製品・技術の内容 

我が社の自慢 

企 業 名 
    令和元年度第２回目和歌山県１社１元気技術登録 

別記第2号様式（第3関係） 提案書 

ココがすごい!! 

住所： 和歌山県和歌山市直川160-23 
ＴＥＬ：073-464-3901 
ＦＡＸ：073-464-3905 
ＵＲＬ：http://www.pvc-kawamoto.co.jp 
 
 

 川本化成株式会社 

協働ロボットを用いて、集積・箱詰め工程を自動化します。 

製薬業界において初の試みとなります。 

生産ラインから流れてくる、薬品を梱包した個装箱を複
数個まとめ（集積）、それらを協働ロボット（仕切りや囲い
の必要な産業用とは違い、人間のそばで稼働させても大
丈夫なロボット）を組み込んだものは製薬業界初です。 
 
協働ロボットを使用することで、現在人間が作業している
後工程にロボットを導入して自動化・省人化することが可
能となり、昨今の人手不足解消の一助になればと考えて
おります。 

当社はプラスチック加工に携わって75年を誇る加工企業で

す。加工業者から製造メーカーになっていくため、このたび

装置開発部門を立ち上げ、当社発の装置を開発しました。 
プラスチック加工部門は、「樹脂の溶接」という技術を核に、
一品一様の製品組み立てを行ってきており、カスタマイズ対
応が大きな売りの一つとなっています。本装置もその流れ
を汲み、お客様の要求するグレード・形状・構成に対応する
ことが可能で、幅広いニーズに応える事ができます。 
また弊社の樹脂加工技術によって、ロボットアームのヘッド
部を独自に製作することで様々な製品に対応することがで
きます。 

製品・技術の名称 

協働ロボットを利用した 

省人化自動集積箱詰装置 

 


